第8回および第9回東北病理談話会症例の紹介 by 三上 修 et al.
第8回および第9回東北病理談話会症例の紹介










三上 修 I)' 高野儀之 2)' 壁谷昌彦 3)' 佐藤尚人凸 曽地雄一郎 5)
（平成25年8月19日 受付）
Proceedings of the 8th and 9th Tohoku Veterinary Pathology Seminar 















2)高野儀之 (YoshiyukiTAKANO) : 山形県中央家畜保健衛生所，
〒990-2161 山形市漆山 736
3)壁谷昌彦 (MasahikoKABEY A) : 福島県県中家畜保健衛生所，
〒963-8041 郡山市富田町字満水田 2番地 （現所属：福島県農
業総合センター畜産研究所沼尻分場）
4)佐藤尚人 (NaotoSATO) : 青森県東青地域県民局地域農林水産
部青森家畜保健衛生所． 〒030-0134 青森市大字合子沢字松森
395-1 
5)曽地雄一郎 (YuichiroSocm) : 宮城県仙台家畜保健衛生所，
〒983-0832 仙台市宮城野区安養寺3-1-2
* Corresponding author; Mailing address: National Institute of 





















































































Bul. Natl. Inst. Anim. Health No.120. 31-35 (February 2014) 
第8回および第 9回東北病理談話会症例の紹介
羊の肝臓の銅沈着，胆汁栓を伴う肝細胞壊死




































病原 ／生化学的検査 ：No.l : 細菌学的検査では病
原細菌は分離されなかった。臓器中銅濃度は肝臓：
407 ppm, 腎臓： 14 ppmであった。
No.2: 細菌学的検査では病原細菌は分離されな
かった。血液生化学的検査 （斃死 10日前に採血）で
は AST: 805 IU/1, GGT : 472 IU/1, LDH : 2,604 

































































AST : > 1,000 IU/1, ALT : 892 IU/1, GGT : 113 










Bul. Natl. Inst. Anim. Health No.120. 31-35 (February 2014) 







































8,500 /μI, REC : 757 x 104/μl, Ht : 34.8%であっ
た。白血球百分比は， Seg:65%, Ly: 35%であっ
た。血液生化学的検査は， TP:7.0g/dl, AJb:3.8 g/ 
di, BUN: 10.8 mg/di, CRE: 0.7 mg/di, GLU: 84 
mg/di, Tchol : 87 mg/di, AST : 180 U/1, ALT : 
44 U/1, y-GTP: 50 U/1, CK: 914 U/1であった。血
液塗抹標本で異型リンパ球は認められなかった。
検討と討議 ：組織診断名は牛の心臓における B細
胞性リンパ腫疾病診断名は牛白血病〔地方病性（成
牛型）〕とされた。本症例では腫瘍細胞の局所的な増
殖はみられたものの，末梢血中では持続性リンパ球
増多症や異型細胞が観察されなかったことから，非
白血性の白血病であった可能性が考えられた。
（東北病理談話会症例番号 18)
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